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第
75
号
議
案
・
令
和
４
年
度
白
石
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
か
ら
第
78
号
議
案
・
令
和
４
年
度
白
石

市
外
二
町
組
合
病
院
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
の
４
議
案
は
、

定
例
会
４
日
目（
９
月
11
日
）の
本
会
議
に
お
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
た

後
、議
長
お
よ
び
監
査
委
員（
四
竈
英
夫
）を
除
く
全
議
員
で
構
成
す

る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会（
委
員
長
・
角
張
一
郎
、副
委
員
長
・
大
森
貴
之
）は
、９
月

13
日
に
審
査
を
行
い
、採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
中
で
議
論
さ
れ
た
主
な
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

総
　
務
　
費

一 

般 

会 

計

〔
質
疑
〕ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

に
つ
い
て
、令
和
４
年
度
は
寄
付
受

入
額
が
減
少
し
て
い
る
が
、こ
の
要

因
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕令
和
４
年
度
の
寄
付
額
は

６
億
４
千
426
万
９
千
200
円
で
、令
和

３
年
度
と
比
較
す
る
と
、14
・
２
％

の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
国
的
な
寄
付
受
入
額
は
増
加

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、物
価
高
騰
等

の
影
響
に
よ
り
、日
用
品
へ
の
寄
付

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
、寄
付
額

減
少
の
要
因
と
推
察
し
て
い
る
。

 

６
億
円
を
超
え
る
寄
付
を
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、本
市
の
返
礼
品
の
認

知
度
が
向
上
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

〔
質
疑
〕広
報
広
聴
の
状
況
に
つ
い

て
、令
和
４
年
度
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
が
大
き
く
減

少
し
て
い
る
が
、こ
の
要
因
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か

伺
う
。

〔
答
弁
〕令
和
４
年
度
は
、前
年
度
と

比
較
す
る
と
、約
16
％
減
少
し
た
が
、

各
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
ラ
イ
ン
、フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
に
も
市
の
情

報
発
信
を
増
や
し
た
こ
と
が
要
因

の一つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、

令
和
４
年
度
は
大
き
な
災
害
等
が

少
な
か
っ
た
こ
と
も
、ア
ク
セ
ス
数

が
減
少
し
た
一
因
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

〔
質
疑
〕自
治
会
長
と
の
地
区
懇
談

会
、ス
マ
イ
ル
メ
ー
ル
、ご
意
見・ご

要
望
メ
ー
ル
等
、市
民
か
ら
の
提

案
や
提
言
を
実
際
に
市
政
に
生
か

せ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕早
急
に
対
応
が
必
要
な
も

の
に
つ
い
て
は
担
当
課
で
措
置
し
た

も
の
も
あ
る
。県
道
や
河
川
の
浚
渫

（
し
ゅ
ん
せ
つ
）等
へ
の
ご
意
見
は
、

担
当
課
か
ら
県
に
伝
え
、市
道
に
対

す
る
要
望
に
つ
い
て
は
現
地
調
査

を
行
い
、随
時
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、保
育
園
の
提
出
書
類
の
一

部
に
つ
い
て
、保
護
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
、改
善
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

〔
質
疑
〕市
民
バ
ス
の
運
営
状
況
に

つ
い
て
、令
和
４
年
度
の
利
用
者
数

が
減
少
し
て
い
る
が
、こ
の
要
因
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕令
和
４
年
度
は
、中
心
市
街

地
循
環
便
と
合
わ
せ
、市
民
バ
ス
９

路
線
全
体
で
８
万
948
人
の
利
用
が

あ
っ
た
が
、前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

３
千
767
人
、4.4
％
の
減
少
と
な
っ
て

い
る
。

　

減
少
の
要
因
と
し
て
、人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
、コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
る
外
出
自
粛
、観
光
客

の
減
少
が
一
因
と
考
え
て
い
る
。

〔
質
疑
〕ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
、バ
ス
利

用
者
や
地
域
の
声
を
聞
く
機
会
は

あ
っ
た
の
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕令
和
５
年
３
月
末
の
地
域

公
共
交
通
計
画
策
定
に
お
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
た
。

　

調
査
の
結
果
か
ら
、「
バ
ス
停
ま

で
歩
い
て
い
け
な
い
」「
タ
ク
シ
ー

は
年
金
受
給
者
に
負
担
が
多
い
」

「
地
区
の
行
事
が
あ
っ
て
も
移
動
手

段
が
な
い
」等
の
意
見
が
多
数
あ
っ

た
。

　

ま
た
、公
共
交
通
を
担
う
バ
ス・

タ
ク
シ
ー
事
業
者
か
ら
は
、「
運
転

手
の
高
齢
化
、運
転
手
不
足
に
よ
り
、

現
状
の
運
行
が
限
界
で
あ
る
」「
人

件
費・燃
料
費
の
高
騰
で
新
た
な
投

資
が
で
き
な
い
」と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　

市
民
バ
ス
の
運
賃
、目
的
地
ま
で

の
時
間
に
お
け
る
満
足
度
に
つ
い
て

は
高
い
傾
向
に
あ
り
、鉄
道
と
の
乗

り
継
ぎ
や
、待
合
空
間
、運
行
時
間

帯
の
満
足
度
に
つ
い
て
は
低
い
と
い

う
傾
向
で
あ
っ
た
。

　

今
後
、市
内
中
心
部
へ
の
買
い
物
、

通
院
・
通
学
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た

め
、市
街
地
循
環
便
と
既
存
路
線
の

乗
り
継
ぎ
の
円
滑
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

〔
質
疑
〕定
住
促
進
事
業
に
お
け
る
、

移
住
フ
ェ
ア
の
参
加
に
つ
い
て
、ど

の
よ
う
な
内
容
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕令
和
４
年
度
は
、宮
城
県
や

各
団
体
等
が
東
京
都
内
で
開
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
す
る
形
で
３
回

参
加
し
、首
都
圏
在
住
の
方
々
を
中

心
に
移
住
の
相
談
を
行
な
っ
た
。

　

現
時
点
で
移
住
に
つ
な
が
っ
た
方

は
い
な
い
が
、数
年
後
の
移
住
を
考

え
て
い
る
と
い
う
声
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用

し
、本
市
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
方


